
AIS受信器を搭載する衛星で観測した世界を航行する船舶の分布信号

2028年SOLAS条約改正で、次世代AIS 
(VDES : VHF Data Exchange System)
が利用できるようになる。

VDES  =  AIS  +  ASM  +  地上VDE  +  衛星VDE
アプリケーション
固有メッセージ

船舶 ー 船舶、
船舶 ー 陸上局

船舶 ー 陸上ネットワーク

世界で拡大しているAIS情報のなりすましへの対策

VDESの利用例1

AISは本当に信頼できるのか？

AISなりすましが世界で拡大
偽の位置・偽の船が表示される事例が増加

AIS情報の信頼性が低下

AISの本質的な弱点
AISは「鍵のない家」：認証なし(誰でも送信可能)

なりすまし・改ざんが容易

国際的な対応
IMOなどで対策を議論、AIS認証が重要テーマに

解決策
PKI(Public Key Infrastructure：公開鍵基盤)によるAIS情報の認証
送信元の真正性を保証、信頼できる海上情報へ

VDES（次世代AIS）
認証付き通信を実現、デジタル航海の基盤に

将来（2030年代）
非認証AIS → VDESへ移行

次世代AIS

スターヌラ・ジャパンについて
株式会社スターヌラ・ジャパンは、将来の海上通信サービスの高度化を見据え、海上通信のデジタルトランス
フォーメーション(DX)を軸に、次世代 AIS (VDES) の実現に向けた取り組みを推進しています。
VDES を基盤として、国際標準化が進められている海事デジタル通信連携プラットフォーム(MCP)、および海
事メッセージングサービス(MMS) に対応したシステム開発を進めています。



• S-100シリーズECDIS用のデジタル情報配信伝送路の一つ
 現在開発中のMCP (Maritime Connectivity Platform) や、MMS (Maritime 

Messaging Service) と連携し、S-100シリーズECDIS用の以下のデータ:
・航行警報：S-124(navigational warning)
・航路計画：S-421(route exchange)

等を非IP系回線で伝送できる航海用の設備

VDESの利用例2

• S-100対応ECDIS
 2026年1月1日以降S-100準拠ECDISの任意使用が可能になる

IMOによりS-100対応ECDISの運用が正式に、S-57 ECDISとの併用期間が始まる。

 2026〜2028年（移行期）S-57／S-100の併存運用
各国水路当局がS-101 ENCや関連S-100製品を段階的に配信開始。運用試験やシステム検証が進行。

 2029年1月1日以降 新設装備はS-100準拠が義務化
新規に装備されるECDISはS-100準拠性能基準MSC.530(106)への適合が義務化、新造船・ECDIS更新船舶
が対象。性能基準の遵守がSOLAS要件として求められる。

• VDES(次世代AIS)
 2028年SOLAS改正 第Ⅴ章19規則 自動船舶識別装置（AIS）

AISの要件に対する代替（alternative）として、VDESの搭載が認められる

AIS + S57 ECDIS
S-100 ECDIS任意搭載

VDES任意搭載
S-100 ECDIS義務化 レガシーAIS廃止

次世代AIS(VDES)移行

VDES + S-100 ECDIS

現在 2026年 2028年 2029年 20xx年 将来

● ● ● ● ● ●

SOLAS条約に基づく船舶搭載義務機器

• 港務通信のデジタル化

 MCP/MMS/S-100 ECDISと連携したVDESを港務通信にも利用することで、
・入出港に関するETA/ETDなどの通信の自動化
・ポートラジオから船舶へのデジタル航行情報提供
・港湾システムとの連携
といった、港務通信のデジタル化が可能に 株式会社 スターヌラ・ジャパン
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